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「
労
働
組
合
に
加

入
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
ら
れ
る

こ
と
」
そ
う
話
し

た
と
き
「
今
の
人

に
そ
ん
な
の
は
響

か
な
い
」
と
鼻
で
笑
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
▼
賃
金
や
労
働
条
件

の
改
善
、
困
っ
た
と
き
に
相
談

で
き
る
こ
と
な
ど
、
個
人
が
受

け
る
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
こ
と

も
必
要
だ
と
思
う
。
で
も
「
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
」「
困
っ

て
い
る
仲
間
を
支
え
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
ま
で
、
時
代
遅
れ

に
な
っ
た
と
は
思
い
た
く
な
い 

▼
職
場
に
は
、
理
不
尽
な
こ
と

に
苦
し
ん
で
い
て
も
、
１
人
で

は
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
人
が
い

る
。
そ
の
声
に
な
ら
な
い
声
に

気
づ
き
、
み
ん
な
で
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
労
働
組

合
の
大
切
な
価
値
だ
と
思
う 

▼
誰
か
を
助
け
る
人
も
、
い
つ

か
誰
か
に
助
け
ら
れ
る
と
き
が

あ
る
。
支
え
合
う
関
係
は
一
方

通
行
で
は
な
い
。
人
を
思
い
や

る
心
は
世
代
を
超
え
る
と
信
じ

た
い
。
労
働
組
合
は
自
分
を
守

る
場
所
で
あ
り
、
誰
か
を
支
え

ら
れ
る
自
分
に
な
れ
る
場
所
で

も
あ
る
の
だ
と
伝
え
続
け
た
い
。
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　３～４日　県本部書記研修会（津名ハイツ）

　10日　県本部まんが集団例会

（姫路市地場産業センター）　

当面の日程

　

人
事
院
勧
告
は
、
労
働
基
本

権
が
制
約
さ
れ
給
与
な
ど
、
勤

務
条
件
の
改
定
に
自
ら
関
与
で

き
な
い
国
家
公
務
員
の
代
償
措

置
で
あ
る
。
常
勤
の
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を
常
勤
の
民
間

企
業
従
業
員
の
給
与
水
準
と
均

衡
さ
せ
る
こ
と（
民
間
準
拠
）を

基
本
に
、第
三
者
機
関
の
人
事
院

が
国
会
と
内
閣
に
必
要
な
見
直

し
を
求
め
る
制
度
で
あ
り
、
例

年
８
月
に
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

26
連
合
春
闘
は
定
昇
込
み

５
％
以
上
に
こ
だ
わ
り
、
４
月

の
回
答
集
計
で
は
、
加
重
平
均

で
５
％
台
の
高
水
準
を
維
持
。

３
０
０
人
未
満
の
中
小
労
組
も

４
・
84
％
と
健
闘
が
続
い
て
い

る
。

　

私
た
ち
は
、
賃
金
を
は
じ
め

と
す
る
公
務
員
の
労
働
条
件

は
、
交
渉
・
合
意
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

の
基
本
的
考
え
方
に
立
ち
、
給

与
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
精
確

な
調
査
に
よ
る
公
平
・
公
正
な

官
民
比
較
を
求
め
る
。
26
年
度

賃
金
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
若
年
層
～
中
堅
層
～
高
齢
層

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
賃
金
体

系
の
確
立
」
を
求
め
る
。

確
定
闘
争
に
つ
な
げ
る

　

こ
の
た
め
各
単
組
は
、
人
勧

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
当
局
の

見
解
を
質
す
と
も
に
、
初
任
給

改
善
や
昇
給
・
昇
格
の
運
用
改

善
等
具
体
的
な
要
求
を
提
示
し

当
局
と
の
協
議
を
開
始
す
る
。

特
に
、初
任
給
が
国
公
準
拠（
１

級
25
号
）
の
自
治
体
に
つ
い
て

は
、
県
準
拠
（
１
級
29
号
）
へ

の
改
善
を
め
ざ
す
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
首
長
に
対
し
、
27

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
地

方
財
源
の
拡
充
に
向
け
た
政
府

へ
の
要
請
を
求
め
る
。

　

自
治
労
は
７
月
22
日
に
中
央

集
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

６
月
18
日
と
７
月
22
日
、
そ
し

て
勧
告
日
翌
日
に
全
国
統
一
行

動
を
配
置
し
た
た
か
い
を
推
進

し
て
い
る
。
人
事
院
勧
告
が
出

さ
れ
れ
ば
、
11
月
の
賃
金
確
定

闘
争
に
向
け
て
、
人
勧
を
上
回

る
運
用
改
善
の
要
求
づ
く
り
を

進
め
よ
う
。

「メディアの責任が問われる」と語る石橋さん

　
「
人
権
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
県
本
部
第
27
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
を

６
月
６
日
、ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
催
。
組
合
員
、共
闘
団
体
な
ど
80
人
が
参
加
し
た
。「
差

別
・
排
外
主
義
に
立
ち
向
か
う
」
と
題
す
る
記
念
講
演
で
は
、「
政
治
が
差
別
を
後
押
し
し
て

い
る
現
状
を
変
え
よ
う
」
と
確
認
し
た
。

　

同
集
い
は
、
自
治
体
行
政
を

担
う
労
働
組
合
と
し
て
、平
和
・

人
権
・
環
境
と
い
っ
た
課
題
に

も
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
毎

年
６
月
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
排
外
主
義
の
動
き
が
強
ま

る
中
、
今
年
は
神
奈
川
新
聞
の

石
橋
学
記
者
を
講
師
に
記
念
講

演
を
行
っ
た
。

　

在
日
コ
リ
ア
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
あ
る
川
崎
市
で
は
、
戦

争
体
験
の
あ
る
高
齢
者
ら
が
、

安
倍
政
権
の
進
め
る
安
保
関
連

法
に
反
対
し
、
抗
議
デ
モ
を
実

施
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
朝
鮮

人
が
日
本
の
安
全
政
策
に
口
を

出
す
な
」
と
ヘ
イ
ト
デ
モ
が
苛

烈
に
な
っ
た
。

　

石
橋
さ
ん
は
、
紙
面
で
ヘ
イ

ト
団
体
を
「
市
民
団
体
」
と
表

現
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、

ヘ
イ
ト
に
抗
議
す
る
少
年
の
実

名
を
報
じ
ら
れ
る
の
か
と
い
っ

た
議
論
の
中
、「
自
分
自
身
は

差
別
を
加
担
す
る
側
に
立
つ
の

か
。メ
デ
ィ
ア
の
使
命
は
何
か
」

と
葛
藤
を
続
け
た
。
そ
し
て
レ

イ
シ
ス
ト
が
選
挙
を
通
し
て
差

別
を
拡
散
す
る
事
態
に
な
っ
た

と
き
、
神
奈
川
新
聞
は
「
○
○

候
補
は
、
経
歴
や
出
馬
に
当

た
っ
て
の
主
張
に
著
し
い
差
別

的
言
動
が
あ
り
、
差
別
が
拡
散

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
異
な
る

扱
い
と
し
た
」
と
掲
載
し
、
差

別
に
加
担
し
な
い
姿
勢
を
示
し

た
。

　

排
外
主
義
が
強
ま
る
背
景
を

石
橋
さ
ん
は
、「
政
治
が
差
別

を
後
押
し
し
て
い
る
現
状
も
あ

る
」
と
強
調
し
、
差
別
の
法
規

制
の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

　

青
年
部
・
女
性
部
は
、
各
種

闘
争
時
期
に
県
内
５
カ
所
で
地

域
別
交
流
会
を
実
施
し
て
い

る
。
５
月
26
日
～
６
月
11
日
に

は
、「
人
員
確
保
」
を
テ
ー
マ

に
交
流
会
を
行
っ
た
。

　
「
募
集
し
て
も
人
が
集
ま
ら

な
い
」「
若
手
職
員
の
中
途
退

職
が
増
え
て
い
る
」
と
い
っ
た

状
況
は
、
労
働
強
化
に
と
ど
ま

ら
ず
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

も
つ
な
が
る
。
交
流
会
で
は
職

場
実
態
や
単
組
の
取
り
組
み
を

意
見
交
換
し
た
。

　
「
仕
事
が
属
人
化
し
て
お
り
、

応
援
態
勢
が
と
れ
な
い
」「
技

術
職
は
中
堅
層
が
不
足
し
て
い

る
た
め
若
年
層
の
負
担
が
大
き

い
」
な
ど
の
実
態
が
出
さ
れ

た
。
取
り
組
み
事
例
で
は
、「
開

閉
庁
時
間
を
短
く
し
た
」、「
毎

月
採
用
を
実
施
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

０％ちゃうんかい！

iNaki

　

自
治
労
は
５
月
25
～
26
日
、

第
１
７
０
回
中
央
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
人
員
確

保
や
秋
の
賃
金
確
定
期
を
中
心

と
す
る
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど

を
決
定
し
た
。
中
央
委
員
・
傍

聴
者
約
６
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

本
部
の
石
上
千
博
委
員
長

は
、
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
金

水
準
と
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
賃
金
体
系
の
確
立
に
向

け
、
単
組
・
県
本
部
・
本
部
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
呼
び

か
け
た
。

　

方
針
で
は
、
人
事
院
へ
の
要

求
書
提
出
、
団
体
署
名
、
人
員

確
保
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
、
労
働
安
全
衛
生
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
を
確
認

し
た
。
こ
れ
ら
は
１
つ
の
単
組

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
課
題

で
あ
り
、
各
職
場
の
声
を
県
本

部
が
集
約
し
、
自
治
労
本
部
が

人
事
院
や
総
務
省
、
政
府
と
の

交
渉
や
制
度
改
善
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
組
合
員

の
声
を
大
き
な
力
に
変
え
る
た

め
に
も
単
組
か
ら
積
極
的
に
要

求
や
職
場
実
態
を
寄
せ
、
自
治

労
全
体
で
取
り
組
み
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

方針提起を行う伊藤書記長

地区 開催日 単組数 参加者数

神戸・阪神 ６月９日（火） ３ ５

淡路 ６月11日（木） ３ ６

海岸線・西播 ６月３日（水） ６ 14

北播・中播 ５月26日（火） ６ 14

但馬・丹波 ６月８日（月） ６ 11

平和・人権・環境の集い

メ
ディ
ア
は
差
別
に
加
担
し
な
い

神
奈
川
新
聞

石
橋
記
者 

排
外
主
義
と
向
き
合
い
葛
藤

初任給の引き上げ
人勧期の闘争開始

本部中央委員会

自
治
労
の
力
を
結
集
し
よ
う

確
定
に
向
け
た
方
針
確
認

2026人勧期の取り組み
人勧期に申し入れを行い、確定闘争につな
がる協議をする。
重点課題として
①大卒初任給  1－29以上
②再任用者の一時金月数を常勤職員と同等
中央集会と連動した時間外職場集会
６月17日　人事院へ要求書提出
７月22日　中央集会
８月上旬　勧告日の翌日

人
員
確
保
テ
ー
マ
に

青
年
女
性
が
交
流
会
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公
営
企
業
評
議
会
は
、
安
心
・
安

全
な
水
道
水
の
供
給
や
災
害
時
の
対

応
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持

の
た
め
、
水
道
・
下
水
道
職
場
で
働

く
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
や
課
題

は
、
直
近
で
は
７
月
の
自
治
労
安
全

衛
生
月
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評
に
よ
る
モ
デ
ル
職

場
安
全
点
検
を
行
い
、
日
頃
か
ら
の

労
働
安
全
衛
生
の
取
り
組
み
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
る
。
毎
年
、
８
月
１

～
７
日
の
自
治
労
水
週
間
」
は
、
水

は
「
公
共
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

理
念
を
広
め
、
水
道
事
業
な
ど
の
公

営
運
営
の
重
要
性
や
、
健
全
な
水
循

環
の
大
切
さ
を
広
く
社
会
に
訴
え
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。
県

本
部
公
企
評
で
は
、
取
り
組
む
意

義
の
周
知
に
加
え
、
単
組
の
組
織

拡
大
お
よ
び
強
化
を
目
的
と
し
た
、

「
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
参
加

と
、
公
企
評
で
は
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
頭
で

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る

な
ど
の
市
民
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
水
道
部
会

も
同
様
に
阪
急
宝
塚
駅
前
で
啓
発
活

動
を
取
り
組
む
。

　

評
議
会
の
課
題
と
し
て
は
、
県
内

の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
自
治
体
で
あ

り
、
近
年
技
術
職
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
お
り
、
少
人
数
で
水
道
・
下
水

道
職
場
を
運
営
し
て
い
る
職
場
実
態

に
あ
る
た
め
、
技
術
の
継
承

お
よ
び
災
害
時
に
対
応
で
き

る
人
員
確
保
が
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

企
評
運
動
に
結
集
で
き
て
い

な
い
単
組
も
多
く
あ
る
。
そ

の
た
め
、
公
企
評
未
結
成
の

解
消
、
特
に
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
公
企
評
の
再
構
築
に
向

け
て
、
全
単
組
の
結
集
に
取

り
組
む
。

水道・下水道集会で課題を交流

評議会の●活●動●紹●介
公 企 評 安心・安全な水をとどけるために

朝
来
市
職
労

青年を対象にした共済説明会で話す羽渕さん

　

竹
田
城
跡
で
有
名
な
朝
来

市
。
市
職
労
の
羽
渕
慎
也
副
委

員
長
に
話
を
伺
っ
た
。

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組

み
は
。

　

昨
年
、
じ
ち
ろ
う
共
済
の
重

点
単
組
に
指
定
さ
れ
、
東
京
の

会
議
に
参
加
し
た
。「
兵
庫
県

は
加
入
が
少
な
く
、
朝
来
は
そ

の
中
で
も
低
い
」
と
い
う
全
国

の
状
況
を
知
り
「
こ
れ
で
は
ダ

メ
だ
」
と
感
じ
た
。

　

執
行
委
員
会
で
「
組
合
員
に

有
利
な
制
度
で
あ
り
、
事
務
手

数
料
も
入
る
」
こ
と
を
報
告
し

た
と
こ
ろ
、
組
織
強
化
に
も
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し
よ

う
と
ま
と
ま
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
し
た
か
。

　

ま
ず
は
執
行
部
で
学
習
会
を

し
、マ
イ
カ
ー
の
見
積
も
と
り
、

共
済
の
良
さ
を
実
感
し
た
。
世

代
や
部
会
に
わ
け
て
学
習
会
を

実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
５

月
に
は
新
規
採
用
者
と
青
年
女

性
部
員
を
対
象
に
説
明
会
を

行
っ
た
。
手
ご
た
え
を
感
じ
た

の
で
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
。

「
組
織
強
化
」
と
い
う
言
葉
が

あ
っ
た
が
。

　

労
使
交
渉
で
、
市
長
は
組
合

経
験
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り

「
熱
量
で
負
け
て
い
る
な
」
と

感
じ
る
。
要
求
を
通
す
た
め
に

は
結
束
力
を
高
め
る
こ
と
が
課

題
と
思
っ
て
い
た
。

朝
来
市
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

最
近
の
注
目
は
神
子
畑
選
鉱

場
跡
と
竹
田
城
跡
。
両
地
は
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

の
新
曲
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」（
フ

ジ
Ｔ
Ｖ
系
サ
ッ
カ
ー
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
）
Ｍ
Ｖ
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
。

Ｗ
杯
を
通
じ
て
見
て
ほ
し
い
。

　

県
本
部
は
人
員
確
保
闘
争
の

統
一
行
動
日
を
６
月
５
日
、
夏

期
一
時
金
闘
争
を
12
日
に
設
定

し
、
単
組
で
は
要
求
前
進
に
向

け
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
人
員

確
保
は
、
現
業・公
企
闘
争
第
１

波
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
だ
。

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
人

員
確
保
、
夏
期
一
時
金
に
関
す

る
統
一
要
求
書
、
な
ら
び
に
26

年
夏
季
闘
争
に
関
す
る
申
し
入

れ
を
協
議
・
作
成
し
取
り
組
み

を
進
め
た
。

　

一
時
金
の
基
本
要
求
は
「
26

ブ
ロ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」 

の
結
果
か
ら
「
２
・
67
ヵ
月
プ

ラ
ス
２
万
円
」
と
し
、
そ
の
他

４
つ
の
要
求
項
目
を
掲
げ
た
。

　

５
月
25
日
に
淡
路
広
域
水
道

企
業
団
お
よ
び
南
あ
わ
じ
市
、

27
日
に
洲
本
市
お
よ
び
淡
路

市
、28
日
に
阪
神
７
市
人
事
協
、

へ
の
申
し
入
れ
を
実
施
。
各
自

治
体
で
誠
実
な
団
交
を
行
う
こ

と
等
を
申
し
入
れ
た
。

　

人
員
確
保
の
交
渉
を
実
施
し

た
単
組
は
16
単
組
、西
宮
水
労
、

伊
丹
市
職
労
、
宝
塚
市
職
労
が

行
動
を
配
置
。
一
時
金
の
交
渉

を
実
施
し
た
単
組
は
18
単
組
、

西
宮
水
労
、
伊
丹
交
通
労
組
、

宝
塚
市
職
労
の
３
単
組
が
行
動

を
配
置
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
複
数
の
単
組
に

お
い
て
育
休
等
欠
員
職
場
に
お

け
る
一
時
金
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
導
入
等
に
向
け
前
進
回
答

を
引
き
出
し
た
。

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
明
石
市

職
労
と
明
石
水
労
が
６
月
６
日
、

加
古
川
市
職
労
と
高
砂
市
職
が

６
月
12
日
に
行
動
配
置
し
て
交

渉
を
行
っ
た
。

　

明
石
市
職
労
は
、
定
年
退
職

者
を
上
回
る
採
用
を
確
認
。
特

に
技
術
職
に
お
い
て
計
４
回
の

募
集
を
行
い
、
採
用
辞
退
防
止

策
を
講
じ
る
こ
と
を
確
認
。
加

古
川
は
、
現
業
職
員
採
用
の
早

期
再
開
と
役
職
加
算
（
４
級
）

の
廃
止
を
求
め
た
が
継
続
交
渉

と
な
っ
た
。
高
砂
は
、
退
職
者

以
上
の
採
用
を
確
認
。
特
に
、

土
木
職
等
の
継
続
的
な
採
用
方

針
を
確
認
し
た
。

　

行
動
未
配
置
の
単
組
で
は
、

加
西
市
職
な
ど
で
全
員
待
機
交

渉
を
取
り
組
み
、
人
員
の
確
保

を
確
認
し
た
。

定年者上回る採用を確認
技術職は年に複数回募集

人 

員 

確 

保

一
時
金
交
渉 

働
き
や
す
い
職
場
め
ざ
す

共
済
の
推
進
通
し
て
組
織
強
化


